
鶴岡(山形県)と弘前(青森県)における市民の果物観の比較調査

ーカキに対する意識を中心にして一

平智
山形大学農学部 997・8555鶴岡市若葉町

A Comparative Survey of People's Preferences for Fruits (Especially for Persimmon) 

between Tsuruoka (Yamagata Prefecture) and Hirosaki (Aomori Prefecture) 

Satoshi T AIRA 

Faculty of Agriculture， Yamagata Universiり"Tsunωka， Yamα:gata 997・8555

Summary 

To investigate how peop1e's preferences for fruits， especially for persimmon， differ in different regions 

and in different age groups， a questionnaire survey was conducted in Tsuruoka City in a persimmon pro-

duction area and in Hirosaki City in an app1e production area. Group of 5∞peop1e from each city were 
randornly se1ected using the e1ectoral register b∞ks.百lerecovery rate for collection of questionnaires 
was about 40%.百lreemajor findings came out of the survey.百lefirst finding was that the most favored 

fruit was the app1e and the 6 most prefe汀edfruits were the same in both cities.百lesecond finding was 

that peop1e in Tsuruoka preferred persimmon as an autumn fruit. In contrast， peop1e in Hirosaki tended to 

choose app1e， probab1y reflecting the production areas of each fruit.明記 thirdfinding was that people's 

image of persimmon trees provided a feeling that autumn real1y has come was common in al1 age groups 

in both regions. 

Key Words: fruit， persimmon， preference， questionnaire， sense of the seasons. 

緒言

カキはわが国の気候風土に最も適した果樹のひとつ

な意識は地域や世代にかかわらず共通しているのであろ

うか。

で，現在南北海道から九州に至る広い地域に分布してお

り，各地に多数の在来品種が発達してきた(山田，

1998 ;平， 1999)。現在の主な品種は，奈良あるいは平

安時代に中国から導入されたものがもとになっていると

考えられている(山田， 1996)。したがって，カキは

1，300年以上もの長い間私たちに親しまれていることに

なり，日本人が古くから親しんできた最も身近な果樹の

ひとつであるといえる(傍島， 1980;今井， 1990)。

しかし，近年，農村地域の都市化や宅地化が進み，里

山の周縁や畦畔，家の庭先などから，カキをはじめとす

る身近な果樹が急速に減少している事実が観察される。

このような状況の中で，人とカキとのかかわり方や人々

の果物観の現状はどうか，あるいはどう変化しつつある

のであろうか。また，カキは日本の秋を代表する果物と

してしばしば取り上げられるが，カキに対するこのよう

2001年5月16日受付.2001年7月30日受理.本報は人間・植

物関係学会2001年大会 (2001年9月，兵庫県)において発表

した.

人間・植物関係学会雑誌 (JJSPPR)1(1):6・9，2001論文.

本調査は，果物と人とのかかわりの現状を明らかにし，

そのあるべき姿について考察するための手始めとして，

カキの産地である山形県鶴岡市とリンゴの産地である青

森県弘前市を比較しながら，カキを中心とした人々の果

物観の一端を明らかにしようとしたものである。

調査方法

1.アンケート調査の方法

山形県鶴岡市(人口約10万人)と青森県弘前市(人口

約17万人)の市役所に保管されている選挙人名簿から，

それぞれ5∞人ずつを以下のような方法で抽出した。

選挙人名簿には，鶴岡市が約75，000人，弘前市が約

135，000人の住所・氏名がそれぞれの居住する町別に記

載されていたので，両市とも抽出される人の性別や居住

地域に偏りが出ないように配慮しつつ， 20~29 歳， 30 

~知識， 40~49歳， 50~59歳， 60~69歳および70歳

以上の六つの年代グループに分け，各年代からそれぞれ

82~84人を無作為に抽出した。
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このようにして抽出した両市の合計 1，000人に対して，

辻・有馬(1987)のアンケートの郵送方法と回収率に関す

る記述を参考にして，次に述べるような内容のアンケー

ト用紙 (B4判 1枚)を，切手を貼った返信用封筒を同

封して直接本人に郵送した。アンケートは1998年9月

中旬に発送し，締切りを同年10月末日とした。

2.アンケー卜調査の内容

アンケートは各々の質問に続いて回答を選択するか，

回答欄に自由に記入してもらう方式をとった。

まず最初に，庭先などの身近にある果樹についてその

種類や本数などを聞いた。さらに，この質問に対する答

えにカキが含まれている場合は それらの甘渋の別や品

種名などについてもわかる範囲で答えてもらった。

次に，好きな果物を順位をつけて三つあげてもらった。

また，秋を感じる果物を二つまで，順位をつけて答えて

もらった。

さらに，カキの樹(とくに色づいた果実のなっている

樹)に対して抱くイメージについて聞いた。答えは，①

懐かしさを感じる，②秋を実感する，③食べたいと思う，

④とくに何も思わない，⑤その他(自由記入)の5選択

肢から複数選択を可能として選んでもらった。

最後に，カキの多面的利用法に関する知識について質

問した。この質問は，材や葉を含むカキのさまざまな利

用法をあげ，そのなかで知っているものを答えてもらう

方式で行った。

調査結果および考察

アンケートの回収率は，鶴岡が42%，弘前が40%で

あった。両市とも 20歳代と 30歳代の回収率がやや低か

った(第I表)。

1.好きな果物

わが国のカキ産地の北限であり，近郊にニホンナシや

オウトウ，リンゴなどの生産地域を擁するとともに，カ

キが市の木に指定されている鶴岡では，家の庭先など身

近にある果樹の 1位は予想、どおりカキで，以下，ウメ，

イチジクと続いた。これに対して，周囲をわが国有数の

リンゴ産地に固まれ，その他の種類の果樹の栽培がほと

んどみられないといってよい状況にある弘前ではブドウ

が1位で，カキ，ウメがこれに続い

た(データ略)。弘前ではリンゴが

上位にあげられるのではないかと予

測されたが，庭先にある例はそう多

くないようであった。

好きな果物の 1位にあげられたの

は，両市ともリンゴであった。鶴岡

では 21立にニホンナシ， 31:立にカキ

をあげた人の割合が高かった。一方，

弘前では 1位のリンゴに続いて 2

位と 3位にはカキをあげた人が多か

った(データ略)。

上記の 1~3位の順位を無視して，好きな果物を 3 種

類あげてもらったものとして全体を集計すると，両市と

もに，リンゴ，ニホンナシ，カキ，ブドウ，ミカンおよ

びモモが上位6位までを占めた(第 1図)。鶴岡ではリ

ンゴ，ナシおよびカキがほぼ同じ割合で 1~3 位を占め

たのに対して，弘前ではリンゴをあげた人が全体の約

25%にのぼった。

また， 3位までの果物について回答者の年代別の割合

をみると，両市とも 20歳代から40歳代の比較的若い年

代の人がカキをあまり好まない傾向が認められた(好む

人の割合は50歳以上の人の平均が約20%であるのに対

して， 40歳以下の人の平均は約10%であった)。

これらのことから，鶴岡と弘前とでは身近に感じてい

る果樹の種類はやや異なっているが，果物そのものに対

する噌好性にはほとんど差がないものと思われた。ただ

し，鶴岡でニホンナシを好む人の割合が高かったことや

弘前でリンゴを好む人の割合が高かったことは，鶴間か

ら約30km近郊にニホンナシの生産地域があることや弘

前周辺の町村はほとんどがリンゴ産地であることから考

えて，それぞれの地域の地域性をよく反映しているもの

と考えられた。

2.秋を感じる果物

秋を感じる果物を順位をつけて 2位まで聞いたとこ

ろ，鶴岡では回答者の約60%がl位にカキをあげた。

2位にもカキをあげた人の割合が高かった。一方，弘前

では I位にリンゴをあげた人が，カキをあげた人よりも
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Fig.1. People's favorite fruits泊Tsuruokaand H註'Osaki.Numerals泊
figure represent theωtal proportion of出e世treemost favor官d
fruits of each group (%). (Tsuruoka， n = 21OX3 630; 
Hirosaki， n = 2∞X3=印0).

Table 1. The number of respondents and the reω，very rates for the quoωtionnaires. 

Age 
To飽l

20-29 30・39 40-49 50-59 ω-69 70-

Tsuruoka 

Male 10(24.4)' 11(26.2) 11(26.2) 15(36.6) 16(38.1) 22(52.4) 85(34.0) 

Female 15(35.7) 15(35.7) 26(63.4) 28(66.7) 21(51.2) 20(46.7) 125(50.0) 

To凶 25(30.1) 26(31.0) 37(44.6) 43(51.8) 37(44.6) 42(50.0) 210(42.0) 

Hiro唱法i

Male 10σ3.8) 10(23.8) 15(36.6) 14(32.6) 16(39.0) 27(65.9) 92(36.8) 

Female 10(24.4) 17(40.5) 21(48.8) 22(56.4) 19(44.2) 19(45.2) 108(43.2) 

Total 20(24.1) 27(32.1) 36(42.9) 36(43.9) 35(41.7) 46(55.4) 200(40.0) 

Z Numerals in parenthesis are the proportion of∞llec伽greco市四y(%).
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わずかに多かった。 2位にはカキをあげた人が多かった

(第2図)。

これらの l位 2位の順位を無視して，秋を感じる果

物を 2種類あげてもらったものとして集計すると，両市

ともカキ，ニホンナシ，ブドウ，リンゴおよびクリの5

種類が上位を占めた。両市ともカキが1位であったが，

2位は，鶴岡ではニホンナシ，弘前ではリンゴと異なっ

た。ブドウとクリをあげた人の割合はほぼ類似していた

(第3図)。なお，両市ともカキをあげた人は年代にかか

わらずほぼ向じ割合であったが，それ以外の果物につい

ては年代によってかなり差が認められ，たとえば鶴岡で

ニホンナシをあげた人は20最代から40歳代の人に多か

った (50歳以上の平均約10%に対して， 40歳以下は平

均約20%であった)。

これらの結果は，好きな果物とは別に秋を感じる果物

が存在しており，さらに，それらはそれぞれの地域の近

くで多く生産(収穫)される果物の種類を比較的よく反

映しているものと思われた。ただし，カキだけは例外的

に，地域を越えて秋を感じる果物として多くの人々に認

識されていると考えられた。
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Fig. 2. First and second preferences of fruits selected for the feel泊g

that autumn rea1ly has come. Bars in figure represent the 
proportion泊 eachrar面ng(%). (Tsuruoka， n = 210;回ros紘i，n 
=2加).
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Fig. 3. Fruits that people泊 Tsuruokaand Hiros紘iselec旬dfor the 
feeling that autumn rea11y has come. Numera1s in figure 
repre鴎 ntthe tota1 proportion of血.eflISt組 d也esecond choice 
fore唱.chperson (%).ぐfsuruoka，n = 210 X 2 = 420; Hirosaki， n = 
2OOX2=相0).

3.カキの樹に対するイメージ

「色づいた実のなっているカキの樹を見てどのように

感じますかJという問い(複数選択可)に対しては，

「秋が来たと実感するjという答えを選んだ人が鶴岡で

も弘前でも 80%以上にのぼった。次いで， r食べたいと
思う」が多かった。全体としては，両市の回答はほぼ同

じ傾向であった(第4図)。

回答を年代別にみてもこの傾向は大きくは異ならず，

カキの樹に対して，明らかに世代を越えた共通のイメー

ジが存在するものと思われた(第5図)。なお，鶴岡の

60歳代と 70歳以上の人に回答に「その他」がやや多い

が，その内容は「親しみを感じるj，r豊かさを感じるj，
「近親者に送りたいと思う」などであった。

さらに，カキの多面的利用に関して「干し柿」ゃ「柿

酢j，r柿渋Jゃ「柿の葉茶Jなどを含む13項目につい
て，それらを知っているかどうかを開いた。その結果，

「干し柿」の約95%以外はいずれも 50%以下の認識度で

あり，かっ両市の聞にも顕著な差異は認められなかった

(データ略)。

以上のように， 20歳以上を対象にした場合，居住地域

や年代を問わずに，カキの樹に対するイメージに強い共

通性が認められた。それは，カキを秋を感じる果物とし

てとらえるほかに，おそらく身近な風景のなかにあるカ

キの樹を見て(あるいは感じて)秋の到来を実感すると

いうものである。

このようなイメージが20歳より若い世代の人にも共

通して認められるかどうかについては興味が持たれると

ころである。そこで，小・中学生と高校生に対しでも本

アンケートとほぼ同じ内容の質問を行った。ただし，こ

の場合，小学生は鶴岡市内にある小学校の5年生と 6年

生(1O ~12歳)の合計 128人，中学生も岡市内にある

中学校の 2年生 (13~ 14歳) 145人，高校生は鶴岡市

近郊にある高校の 1~3 年生 (15~18 歳) 101人を対

象とした。その結果，カキの樹に対するイメージは，

「秋が来たと実感するjと答えた人が小，中，高のいず

れにおいても最も多かった。しかし，その割合は，高校

生が約65%，小学生が約50%，中学生が約45%で， 20 

100 

盤調 園T剖 ruok
Hirosaki 

c o 60 

t0 包E 40 

20 

。
234  5 

Fig. 4. Respondents， viewing image of persimmon trees也宮町田oka
and Hiros広i. 1， Longing for old sweet memories; 2， Feeling 
白紙 autumnrea1ly h錨 come;3， Wantingωtaste their企ui包;4， 
Not feelingω同血gspecia1; 5， 0血低 Onec組 chooseone or 
more answ釘S. Bars in figure represent也.eproportion泊 each

category (%).σs町uoka，n = 210; Hirosaki， n = 2∞). 
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歳以上の人に比べると総じて低かった。また，好きな果

物にあげられた種類は多様で，ニホンナシやオウトウ

(サクランボ)，メロンなどが上位に入った。ただし，秋

を感じる果物としては，カキが小学生と高校生で I位，

中学生で2位(I位はニホンナシ)であった。

これらの結果は，カキの樹に対するイメージは，世代

を越えて共通してはいるものの，身近かな環境からカキ

の樹が減少していくのにともなって，若い世代ではしだ

いに薄れてきつつあることを示している可能性がある。

また，このような傾向が，今回の調査地域以外のより都

市化されたところにおいても同様に認められるかどう

か，さらに，都市部と農村部の小学生や中学生の問では

異なるかどうかについて今後調査する必要があろう。

多種多様な果物が商品として手に入りやすい時代を迎

えて(西東， 1996)，人と果樹とのかかわり方も変化を

余儀なくされている。果物と人とのかかわりが単に食品

(商品)としてだけのかかわりに限定されないためにも，

日本人とカキにみられる(あるいはみられてきた)よう

な奥行きと幅のある豊かなかかわりのあり方を再評価す

る必要があるのではないだろうか。

摘要

カキの産地である山形県鶴岡市とリンゴの産地である

青森県弘前市で，カキに対する意識を中心にして，人々

の果物観をアンケートによって調査した。

両市の選挙人名簿から，性別，年代および居住地が偏

らないようにそれぞれ 500人を無作為に抽出し，郵送ア

ンケート調査の対象とした。アンケートの回収率は，鶴

岡が42%，弘前が40%であった。

返送されたアンケートを集計した結果明らかになった

おもな点は以下の3点であった。

l.鶴岡，弘前ともに，人々が最も好む果物はリンゴで，
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好きな果物の6位までに入った果物の種類には違いが

なかった。

2.秋を感じる果物の 1位は，鶴岡ではカキ，弘前では

リンゴであり，それぞれの地域の近くで生産される果

物の種類を反映しているものと思われた。

3.人々がカキの樹に対して抱くイメージは，両地域と

も，また年代によって多少の差異が認められたが，総

じて「秋が来たと実感する」ことであった。

以上の結果をもとに，果物と人とのかかわりについて，

カキを中心にして若干の考察を試みた。
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